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明
末
清
濁
の
鮮
五
言
係
上
に
於
け
る
日
本
の
地
位
口

浦

廉

一

　
寛
永
六
年
（
仁
方
七
年
）
（
話
調
ル
）
三
月
、
僧
玄
方
里
懸
命
群
行
の
爲
に
渡
鮮
し
且
上
京
せ
ん
と
す
る
や
、
孚
島
側
は
こ

れ
を
諜
み
例
規
に
照
し
、
極
力
そ
の
入
京
を
阻
止
せ
ん
と
し
た
る
も
、
使
節
等
の
態
度
も
亦
極
め
て
強
硬
で
あ
っ
た
が

爲
に
、
絡
に
例
外
と
し
て
璽
四
月
、
そ
の
入
京
を
承
諾
誘
導
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
か
く
の
如
く
從
來
に
比
な
く
、

所
謂
三
差
の
態
度
が
牢
固
と
し
て
そ
の
入
京
を
強
要
し
た
る
所
以
は
、
こ
れ
軍
に
馬
島
側
の
使
節
た
る
に
止
ま
ら
す
、

特
に
幕
命
を
帯
び
だ
る
責
任
戚
に
因
る
も
の
と
槻
る
べ
く
、
と
も
か
く
も
下
和
克
復
以
後
に
於
け
る
、
唯
・
一
回
の
日
本

使
節
の
入
京
で
あ
る
。
然
し
て
彼
等
使
飾
の
生
身
使
命
の
冒
的
が
、
日
本
側
諸
丈
獄
の
濡
す
る
が
如
く
、
出
兵
入
援
の

提
議
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
宇
島
側
史
料
と
よ
く
合
一
す
る
所
で
あ
る
が
、
惟
だ
戦
観
卒
定
を
知
悉
し
た
る
も
の
と
槻
ら

る
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
勤
馬
韓
と
し
て
は
、
今
次
の
出
兵
入
援
の
串
寓
を
、
朝
鮮
に
假
遣
し
て
満
洲
を
討
伐
し
、
所
謂

羨
の
功
を
以
て
明
國
と
の
婆
恢
復
に
資
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
理
由
づ
け
た
も
の
鉦
毛
あ
る
。
（
蒲
頒
雛
讐

欝
懲
磯
．
）
然
し
て
こ
の
串
込
鋳
す
皐
島
側
の
態
度
は
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洪
瑞
鳳
日
。
日
本
毎
以
戦
爾
難
事
。
尊
者
關
臼
三
豊
三
世
前
古
所
竿
。
曾
於
嘉
靖
年
間
亦
嘗
貢
子
中
原
云
。
奴
賊
之

（ユ22）
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構
翫
今
巳
十
年
。
而
天
朝
不
能
以
還
。
故
塁
欲
我
國
併
力
牧
復
遼
東
。
亦
不
可
謂
罪
報
此
理
。

と
の
認
容
論
も
あ
り
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金
簗
日
。
軍
遼
通
貢
等
事
。
乃
莫
大
之
畢
。
何
可
以
無
縫
來
傳
乎
Q
必
至
悲
喜
Q

と
の
拒
否
論
も
存
し
又
特
に
仁
慨
の
心
意
は

　
上
日
。
卿
（
金
蕪
）
之
所
見
是
奥
。
且
假
渣
翻
意
。
與
辛
卯
年
事
略
同
。
嚴
僻
心
葦
葺
奥
（
偉
覗
搬
轡
蜷
胎
．
）

と
あ
っ
て
廟
議
は
拒
否
に
淡
し
、
玄
方
等
の
慰
宴
に
際
し
、
禮
官
よ
り
、
日
本
我
が
國
と
前
よ
り
修
好
の
開
係
に
あ
り
、

然
し
て
先
守
臼
舎
営
を
蕩
労
し
て
復
我
國
と
交
好
し
、
巳
に
三
世
を
閲
し
た
る
に
係
ら
す
、
料
ら
す
も
今
再
び
秀
吉
の

除
謀
を
襲
ひ
、
我
が
境
に
山
っ
て
復
当
路
を
開
か
ん
こ
と
を
、
誘
聡
す
る
の
不
當
を
責
め
て
、
其
の
断
念
を
促
し
、
更

に
そ
の
年
六
月
置
里
馬
へ
の
答
書
中
に
も
、
重
ね
て
こ
の
こ
と
に
言
及
し
、
邸
ち
但
だ
云
ふ
所
の
李
蟻
通
貢
一
款
は
、

言
は
ざ
る
を
得
す
。
丁
卯
の
歳
、
狂
逸
長
く
西
柳
を
擾
せ
し
も
、
響
く
も
な
く
し
て
悉
く
耶
遇
し
、
彼
旋
た
成
を
請
ふ

て
途
に
遮
好
を
許
す
。
帥
今
は
聖
域
曇
然
芝
犬
の
警
な
く
、
貴
國
の
憂
を
煩
す
に
至
る
も
の
が
な
い
。
若
し
皇
朝
の
爲

め
に
、
胡
を
繋
ち
遼
を
李
げ
ん
と
日
は
ば
、
乱
言
理
あ
る
に
似
た
る
も
、
此
墓
爾
た
る
小
善
、
皇
朝
自
ら
當
に
討
滅
す
べ

く
、
且
つ
古
よ
り
未
だ
墨
黒
の
瞼
を
渉
り
、
人
の
國
数
千
里
を
越
え
て
、
入
と
闘
ふ
者
あ
る
を
聞
か
な
い
。
皇
朝
搾
か

に
此
言
を
聞
か
ば
、
必
ず
疑
骸
を
致
す
で
あ
ら
う
。
惟
だ
弊
邦
敢
え
て
此
を
以
て
、
上
聞
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
貴
國

亦
當
旨
に
獲
す
る
な
か
ら
ん
こ
と
劣
漏
し
て
居
る
。
（
劇
戦
玉
響
）

　
　
　
　
明
末
筆
初
の
鮮
満
關
係
上
に
於
け
る
口
木
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
三
號
　
　
五
三
五
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明
末
無
実
の
鮮
満
闘
係
上
に
於
け
ろ
目
本
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
十
兆
巻
　
第
三
搬
　
　
五
三
六

　
然
し
て
謝
馬
側
は
こ
れ
に
謝
し
て
、
飽
く
ま
で
要
講
の
貫
徹
を
強
ふ
る
が
如
き
庭
置
に
出
で
す
、
惟
だ
幕
命
の
傳
蓬

を
行
へ
ば
こ
ど
足
れ
り
と
し
、
却
っ
て
そ
の
間
に
介
在
す
る
馬
島
側
の
苦
心
周
旋
の
一
端
を
馴
し
た
る
が
如
き
、
或
は

孚
側
側
の
問
題
と
し
た
る
か
の
争
覇
不
携
箒
の
如
き
は
、
既
に
指
摘
し
た
る
が
如
き
甥
馬
側
の
、
特
別
な
る
意
圃
の
表

覗
と
観
る
可
き
で
あ
る
Q

　
更
に
こ
、
に
一
考
を
要
す
べ
き
は
、
燃
黎
室
記
述
巻
二
十
七
戊
辰
年
の
條
に
悟
軒
集
を
抄
録
し
て
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戊
辰
日
本
遣
便
。
愚
筆
我
財
界
恥
撃
遼
。
朝
廷
縫
方
車
懸
中
。
金
藩
論
固
諌
其
不
可
日
。
夫
舞
人
而
帰
塁
。
軽
爆
道
也

　
況
単
性
驚
惇
。
軽
愚
伯
倭
聴
我
。
帖
淵
叢
順
機
構
哉
。
必
將
儒
道
於
我
。
以
逞
其
憾
。
吾
早
算
七
情
之
。
南
倭
北
胡

風
馬
牛
之
不
袈
。
禽
不
可
避
之
言
。
輕
挑
其
怒
。
使
叢
談
。
璽
・
壁
皿
居
蕎
。
粟
翻
霧
駕
之
臨

　
也
。
上
深
然
之
。
途
履
其
議
。

と
あ
る
記
載
で
あ
る
。
こ
の
戊
寅
の
年
に
於
け
る
日
本
援
兵
の
串
込
み
に
就
て
は
、
目
本
側
の
記
事
は
勿
論
、
宇
島
側

の
實
録
そ
の
他
の
皮
料
に
も
、
こ
れ
に
該
呈
す
る
記
載
な
く
、
そ
の
測
器
を
謹
明
す
る
に
山
な
き
も
、
そ
の
記
事
内
容

は
前
後
の
事
情
よ
り
推
し
て
多
量
の
眞
適
性
あ
る
も
の
と
断
ず
可
く
、
惟
だ
そ
の
日
附
に
至
っ
て
は
、
想
像
を
許
さ
る

、
な
ら
ば
、
そ
の
前
年
丁
卯
の
年
の
封
馬
入
援
の
朝
込
み
か
、
或
は
そ
の
翌
年
己
巳
の
年
の
古
聖
等
の
鵬
埋
入
援
提
議

の
一
が
、
悟
軒
集
に
戊
辰
の
年
の
事
件
と
し
て
、
挿
入
記
録
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
丁
卯
虜
観
以
後
に
於
け
る
孚
島
側
の
墨
満
政
策
は
、
宇
島
に
於
け
る
政
樺
が
、
事
明
派
た
る
西
人
の
手
に
あ
っ
た
結

果
と
し
て
、
と
か
く
圓
満
協
調
を
簸
ぎ
、
か
の
江
都
會
盟
の
盟
約
の
履
行
の
如
き
も
、
常
に
満
洲
側
の
期
待
を
裏
切
る

も
の
多
く
、
か
く
て
爾
者
の
國
難
戦
係
は
漸
次
悪
化
し
た
が
、
途
に
清
の
太
宗
の
奪
難
問
題
を
契
機
と
し
て
、
崇
徳
元

年
末
（
魏
む
よ
り
崇
徳
二
年
初
め
に
か
け
て
の
清
の
太
宗
の
親
征
と
誉
、
ミ
に
朝
鮮
暑
臣
の
禮
を
取
っ
て
新
に

無
難
…
と
の
宗
囑
關
一
領
を
確
認
し
名
實
共
に
全
く
満
洲
の
支
配
下
に
立
つ
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
こ
れ
朝
鮮
…
欄
の
所
謂

丙
子
・
丁
丑
の
虜
臨
で
あ
る
。
こ
の
鮮
満
關
係
史
上
に
於
け
る
、
特
筆
す
べ
き
劃
期
的
の
大
事
墾
に
關
饗
し
て
、
我
が

日
本
の
持
て
る
割
役
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。

　
仁
瓶
實
録
・
窓
三
十
四
・
丁
丑
・
正
月
・
戊
辰
の
條
に

　
日
本
貿
易
Q
聴
爾
如
薔
。
但
常
導
其
使
者
霜
朝
。
験
亦
織
豊
使
至
素
馨
u

と
あ
り
、
樹
こ
の
記
事
は
承
政
叢
記
縢
響
礁
、
大
束
野
乗
馨
三
曲
雑
磐
清
太
宗
實
讐
班
三
戸
輕
誰
、
清

内
閣
大
男
泣
壷
屋
雑
、
同
文
彙
考
別
黄
雲
二
等
に
も
、
多
少
字
句
の
相
異
あ
る
・
．
牧
讐
ら
れ
、
更
に
そ
の
原
本

は
京
城
朝
鮮
総
督
府
解
毒
館
に
秘
解
せ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
男
鹿
和
約
に
際
し
て
、
満
洲
側
よ
り
提
出
要
求
し
た
る
諸

信
実
中
に
、
前
掲
の
日
本
と
の
貿
易
は
奮
の
如
く
許
し
、
そ
の
使
者
を
導
い
て
來
朝
す
べ
し
と
の
一
條
の
存
す
る
こ
と

は
、
鮮
満
交
渉
史
上
に
於
て
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
○
然
し
そ
の
後
に
於
け
る
こ
の
條
件
を
中
心
と
す
る
爾
這

出
の
経
緯
を
透
る
に
、
丁
丑
年
（
仁
覗
＋
五
年
崇
徳
二
年
）
三
月
廿
日
、
指
樽
が
領
議
政
命
壌
・
左
議
政
洪
瑞
鳳
・
右
議
政
李
聖
求
・
吏
曹

　
　
　
　
明
寒
旧
事
の
鮮
満
關
係
上
に
於
け
ろ
日
本
の
地
位
（
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
策
三
號
　
　
五
三
七
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明
末
清
初
の
鮮
浦
隔
壁
上
に
於
け
左
前
牢
の
地
魚
ム
ニ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
三
醗
　
　
五
三
入

判
書
崔
鳴
吉
等
の
重
臣
を
引
見
し
て
、
了
丑
和
約
諸
條
件
履
行
に
請
す
る
、
善
後
策
を
議
し
た
る
記
録
の
一
節
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　

　
上
顎
。
彼
有
蓮
信
日
本
之
言
。
何
零
露
書
舗
Q
鳴
吉
日
。
漁
期
決
不
可
許
也
。
上
界
。
彼
土
古
結
樽
日
本
。
剣
単
極

　
難
慮
桑
。
（
仁
耐
實
錐
・
巻
三
十
四
・
丁
丑
・
三
月
・
巳
未
）

と
あ
っ
て
、
こ
の
條
件
履
行
に
鯛
す
る
牢
島
側
の
眞
意
の
驚
喜
に
存
し
た
か
い
窺
知
せ
ら
れ
る
Q
又
一
方
満
洲
側
の
こ

の
條
件
に
甥
す
る
態
度
を
掘
る
に
、
大
東
野
乗
・
窓
三
十
三
・
綾
雑
録
・
丁
丑
三
月
の
條
に
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東
宮
歌
啓
○
中
略
汗
雫
蓮
遠
塗
．
招
致
小
目
○
酒
…
進
三
杯
後
。
謂
小
論
日
。
爾
國
邊
使
冨
本
云
。
必
逡
翻
答
來
Q
即

　
馳
通
云
。
死
意
朝
廷
議
虞

と
あ
っ
て
、
毒
舌
行
の
誘
到
着
晃
立
っ
て
、
既
に
麓
の
意
が
窺
綬
誓
雪
雲
績
丁
丑
充
岡

月
初
六
日
の
條
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
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詳
言
。
日
本
使
出
來
乎
。
我
國
欲
爲
通
信
心
意
。
曾
於
約
粗
粒
言
過
実
。
臣
等
答
日
。
田
本
海
路
甚
遠
。
我
國
使
臣
。

　
十
年
一
番
零
幸
。
彼
糞
蝿
梅
園
賀
組
往
來
Q
使
距
則
近
無
出
塾
則
事
実
Q
寵
馬
鍬
々
別
首
綱
語
爲
臼
午
尖
。
倭
使
歩

　
來
。
別
欲
使
我
國
遙
干
此
麩
是
自
選
。
且
日
使
臣
入
來
先
聲
久
奥
。
何
日
今
不
來
耶
。

と
あ
る
に
依
っ
て
も
、
満
洲
側
の
日
本
に
謝
す
る
気
心
の
尋
常
な
ら
ざ
る
こ
と
、
蛇
に
こ
の
條
件
の
實
現
に
　
關
す
る
執

心
の
深
甚
な
み
こ
と
が
推
知
せ
ら
れ
、
牢
獄
側
に
於
て
は
、
鮮
日
交
渉
の
経
過
を
隠
蔽
し
、
以
て
こ
の
執
拗
な
る
満
洲

側
の
要
求
を
ば
、
極
力
曖
昧
膜
糊
化
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
察
知
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
璽
戊
貰
・
朝
鮮
仁
韻
十
六
年
（
競
嫌
煙



鰯
二
）
正
月
、
從
來
と
か
一
下
滞
し
勝
で
あ
っ
奮
鮮
修
交
打
開
の
爲
に
、
醤
馬
よ
り
張
硬
に
七
ヶ
條
の
要
求
を
提
旨
し
、

こ
、
に
若
干
日
鮮
の
國
際
瀾
係
に
緊
張
を
逸
す
や
、
、
さ
な
き
だ
に
日
本
に
封
ず
る
疑
惑
に
、
暗
鬼
を
生
じ
つ
、
あ
っ
た

年
山
側
の
驚
愕
一
方
な
ら
す
、
又
巷
間
倭
冠
必
來
の
説
言
書
も
行
は
れ
、
か
く
て
孚
島
側
は
從
來
満
洲
側
に
優
し
て
、

只
管
日
本
事
情
隠
諜
の
態
度
に
出
た
る
方
策
に
、
多
少
の
憂
改
を
加
ふ
る
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
も
の
、
如
く
で
あ

る
。
即
ち
見
醒
下
下
・
憲
単
坐
・
古
画
・
正
月
の
條
に
黙
れ
ば
、
仁
観
親
し
く
大
臣
備
畜
堂
上
を
引
見
し
で
、
蜀
田
善
後
策

を
議
し
た
る
時
．

　
上
日
。
倭
冠
非
但
輕
生
好
戦
。
性
本
狡
賠
℃
知
脚
幽
陣
細
塵
陣
触
Q
躯
印
馳
伽
か
炉
。

と
欝
し
て
、
倭
に
覇
薯
難
の
必
要
を
説
・
董
琴
次
の
呼
量
の
耳
糞
案
提
出
に
關
し
て
　
　
働

　
依
啓
別
録
七
條
。
途
チ
清
國
。
告
以
倭
情
如
何
。

と
の
意
見
を
吐
露
し
て
居
る
。
こ
れ
に
封
し
て
領
議
政
李
鼠
取
は

　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　

　
清
入
自
前
。
有
欲
輿
倭
通
貨
之
意
。
此
不
可
不
慮
也
。

と
論
じ
て
、
頭
重
庭
理
す
べ
き
を
上
言
し
て
居
る
。
と
に
か
く
仁
烈
は
日
本
の
牛
島
下
墨
の
場
合
に
は
、
必
ず
や
満
洲

の
來
援
あ
る
も
の
と
信
じ
た
る
こ
と
は
、
仁
慈
實
録
・
購
六
・
戊
寅
・
正
月
の
條
に

　
兵
判
李
自
斎
日
。
古
有
爾
桑
女
生
患
者
。
不
可
不
離
也
。
倭
竃
錐
侵
犯
我
國
。
清
入
前
來
救
。
未
二
百
也
。
上
扇
不

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

　
然
。
我
國
爲
倭
所
有
。
則
只
…
帯
水
清
國
鼻
突
。
後
患
不
可
不
慮
。
必
盤
力
煽
動
。
壬
辰
之
観
天
朝
來
救
。
豊
門
爲

　
　
　
　
明
末
濾
勅
の
鮮
溝
醐
係
上
に
於
け
る
日
本
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌶
十
九
魯
　
第
三
號
　
　
五
三
九



　
　
　
　
闘
末
清
初
の
鮮
灘
翻
係
上
に
於
け
ろ
鷲
木
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
塗
　
第
三
擁
　
　
五
四
〇

　
り
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
我
國
乎
Q
其
勢
然
也
。

と
あ
り
、
又
左
議
政
崔
鳴
吉
が
仁
澱
十
六
年
（
賊
）
二
月
藩
陽
よ
り
鱈
還
し
た
る
時
、
仁
瓶
彼
に
満
洲
側
の
宝
形
を
聴
取

し
、
併
せ
て
現
下
の
國
事
を
議
し
た
る
そ
の
一
節
に

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
つ
　
　
つ
　
　
む
　
　
　

　
　
　
　
む
　
む

　
上
日
。
島
夷
若
犯
我
則
満
國
亦
危
。
必
來
相
救
但
未
知
勝
負
如
河
也
。
（
仁
馬
下
員
錐
巻
＝
一
ナ
山
ハ
仁
瀦
描
十
点
ハ
』
等
一
　
月
甲
磁
纏
）

と
あ
る
等
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
鮮
切
盛
際
關
係
の
先
食
化
に
鑑
み
、
牢
島
上
に
於
て
は
こ
の
情

勢
を
満
洲
に
移
牒
し
て
以
て
こ
れ
を
刺
戟
誘
引
し
、
日
本
の
侵
馨
に
備
ふ
る
の
意
圖
の
存
し
た
る
こ
と
は
事
實
と
槻
る

可
く
、
只
そ
の
時
期
と
方
法
と
に
就
き
て
は
、
こ
れ
を
誤
ら
ば
却
っ
て
不
測
の
災
害
あ
る
こ
と
を
慮
り
、
愼
重
な
る
態

度
を
持
し
た
楼
で
あ
る
。
然
る
に
仁
就
十
六
年
戦
三
舞
十
三
購
、
突
如
と
し
て
甥
馬
よ
り
日
本
島
原
の
鋤
の
状
況
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
ム

詳
細
に
胃
管
側
に
報
せ
ら
を
や
、
（
靴
蝋
層
面
辮
翫
辮
鍬
）
宇
島
側
に
於
て
は
こ
れ
を
解
号
し
て
、
抑
爵
國
内
に

於
け
る
内
働
の
登
生
の
如
き
を
、
國
外
に
漏
洩
す
る
は
常
磁
諜
む
憎
き
露
な
る
に
、
今
乃
ち
顯
に
隣
國
に
報
ず
る
所
以

は
朝
鮮
の
平
冠
工
作
の
進
捗
を
見
て
、
此
の
言
を
倣
出
し
以
て
緩
計
を
貢
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
と
髭
ひ
、
愈
々
倭
情

焔
る
可
か
ら
す
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
の
厚
生
を
懸
念
し
、
遽
に
自
國
に
有
利
な
る
倭
情
報
告
を
作
製
し
凸
こ
れ

を
満
洲
に
横
書
し
て
一
は
以
て
日
本
に
備
へ
、
他
は
以
て
満
洲
側
要
求
の
一
端
を
履
行
し
て
、
そ
の
國
際
關
係
を
有
利

に
展
開
せ
し
め
ん
と
し
た
る
も
の
、
如
く
、
そ
の
月
汁
一
羅
を
以
て
、
所
謂
倭
情
誓
文
の
嚢
逸
を
見
た
の
で
あ
る
。
即

ち
仁
租
實
録
藩
・
帰
六
・
仁
韻
十
六
年
・
三
月
甲
牢
の
條
に
、

（12S）



．
備
局
。
講
蒸
器
琳
之
行
。
移
書
下
國
傳
報
書
算
。
韓
日
。
罰
定
餐
盗
難
以
途
之
。
其
吝
臼
。
本
國
輿
倭
交
野
四
十
除

　
年
。
自
李
調
興
構
議
以
來
。
硬
磁
疑
阻
之
端
。
丙
子
四
月
。
通
信
使
任
続
同
論
後
。
門
外
人
心
。
煮
端
驚
喜
。
上
町

　
十
二
月
。
倭
差
鈴
成
連
。
又
無
端
田
來
。
氣
色
輿
寄
頓
異
。
以
唐
貨
不
來
。
隠
然
爲
答
。
至
難
講
堂
流
來
秤
庭
二
千
。

　
本
國
於
是
不
能
無
爵
。
差
邉
巡
瞼
使
。
巡
督
海
上
防
備
。
又
修
築
溝
江
以
南
城
池
。
以
爲
待
墾
之
計
。
正
月
以
後
。

　
規
外
露
量
。
托
電
導
鷹
馬
。
連
累
往
來
。
顯
有
探
試
之
駅
。
今
η
〈
卒
獲
野
中
生
窮
叢
説
。
禰
蹴
ハ
言
前
後
不
同
。
頭
倭

　
語
意
所
精
嚢
差
。
倭
人
狡
詐
言
語
墾
幼
固
其
常
態
。
至
於
國
中
之
墾
。
乃
其
所
鴬
諜
者
。
而
今
乃
重
言
於
隣
國
者
何

　
也
。
無
乃
彼
見
本
國
之
申
飾
防
備
η
微
量
此
言
。
以
論
難
我
之
計
耶
。
既
係
邊
情
。
不
得
不
具
報
上
國
云
。

と
あ
る
は
そ
れ
で
あ
っ
て
、
樹
こ
の
實
録
の
盗
文
嘉
冒
す
る
記
載
は
、
諸
政
院
縫
三
里
癖
、
備
邊
司
謄
録
篇
城

赫
ご
同
文
彙
矯
編
喬
、
朝
欝
病
春
里
謹
噛
、
清
太
宗
實
舞
四
士
簾
脱
に
も
あ
り
、
鮮
満
交
渉
墨
に

於
け
る
定
期
的
倭
耳
茸
文
の
、
登
端
を
な
す
も
の
と
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
Q
次
で
同
年
五
月
十
目
に
至
っ
て
、

更
に
倭
情
を
清
國
に
奏
下
し
て
、
倭
人
の
行
窺
例
憲
夏
の
交
に
在
り
，
蓋
し
着
水
既
に
下
り
、
秋
風
漸
く
高
き
時
は
、

行
書
に
不
便
な
る
が
故
で
あ
る
。
今
者
本
國
三
月
以
後
姦
臣
を
巾
帯
し
て
、
朝
夕
愛
を
待
つ
こ
と
巳
に
数
朔
に
至
る
。

若
し
吾
の
後
を
過
ぎ
な
ば
犀
の
蕪
事
を
保
つ
麦
き
・
と
を
傳
へ
て
居
る
。
（
朝
鮮
史
第
五
編
第
三
巻
所
牧
備
擾
司
鵬
翼
・
仁
瓶
戊
寅
年
。
五
月
十
日
）
誓
同
－
一

廿
三
田
に
は
、
口
本
よ
り
の
切
支
丹
薄
雪
の
報
を
得
て
、
叉
こ
れ
を
陳
奏
使
、
洪
遜
を
し
て
清
國
に
奏
聞
せ
し
め
て
居

る
。
（
仁
租
實
録
・
巻
三
十
六
・
仁
麗
十
六
年
。
五
月
・
己
西
）

　
　
　
　
明
末
消
勅
の
鮮
溝
闘
係
上
に
於
け
ろ
“
本
の
地
琶
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
三
挽
　
　
響
胴
　

〈　IL）｛　）



　
　
　
　
明
末
清
夏
の
鮮
満
闘
係
上
に
於
け
ろ
a
塞
の
地
翫
♪
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
三
擁
　
　
五
四
二

　
か
く
の
如
く
朝
鮮
よ
り
蓮
毒
し
て
倭
情
の
奏
報
あ
る
こ
と
は
、
満
洲
側
に
と
っ
て
は
最
も
望
ま
し
き
こ
と
で
あ
っ
た

が
爲
に
、
銑
に
四
月
の
第
一
回
書
文
奏
上
に
渕
し
、
特
に
使
者
に
賞
與
を
施
し
て
こ
れ
を
漿
糊
し
た
る
こ
と
は
、
清
太

宗
實
録
・
懇
四
十
丁
崇
徳
三
年
・
四
月
・
庚
戌
の
條
に

　
以
李
詩
家
長
劉
士
誠
。
來
報
倭
國
内
織
慰
事
。
賞
黎
皮
等
張
。
銀
二
十
爾
靴
樋
讐
。
随
筆
人
三
塁
各
銀
五
爾
。
勿
賜

　
宴
於
館
舎
。

と
あ
る
に
勝
っ
て
も
知
ら
れ
、
又
機
會
あ
る
毎
に
藩
館
の
五
世
子
宰
臣
等
に
提
出
吝
丈
を
素
料
と
し
て
、
H
本
事
情
を

質
問
し
且
倭
情
盗
文
の
連
績
提
串
の
要
求
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
藩
景
状
啓
・
戊
寅
・
五
月
十
八
口
の
條
に

　
印
刻
龍
骨
大
使
鄭
命
壽
。
複
製
義
臣
等
日
。
中
略
ロ
本
塁
事
亦
何
如
云
耶
。
緩
急
之
間
連
綾
更
通
事
前
已
言
之
。
而

　
嵌
後
悪
書
愚
息
耶
云
々
爲
臼
臥
乎
。
所
前
日
以
目
太
事
終
文
之
後
。
久
無
更
通
之
翠
。
故
致
疑
來
間
爲
自
警
等
。
南

　
方
邊
報
似
當
随
所
聞
夏
爲
盗
知
是
自
適
。
令
廟
堂
急
蓬
騰
貴
爲
自
只
爲
漸
次
。

と
あ
る
に
依
っ
て
も
窺
は
れ
る
Q

　
爾
そ
の
後
宇
島
側
よ
り
満
洲
に
移
牒
し
た
る
倭
醤
盗
塁
の
顯
著
な
る
も
の
を
抽
寓
す
れ
ば
、
仁
平
十
七
年
（
蝦
鞘
）
九
月

九
β
清
黙
認
都
に
移
曝
し
て
呆
の
事
情
を
報
じ
、
轟
に
藤
島
秦
義
成
の
書
を
呈
冠
し
て
居
る
。
（
灘
鰻
磁

恵
与
娠
簸
．
斎
そ
の
後
に
於
け
る
崇
徳
簡
中
に
奏
奪
ら
れ
た
る
も
の
を
、
同
文
彙
考
別
編
に
糠
っ
て
刻
墨
す
れ

ば

（13一　O）



報
島
倭
來
講
信
使
縁
由
盗

兵
部
知
會
詳
閲
日
本
構
形
盗

瞬
致
賀
致
祭
蕪
察
情
形
狡
遣
信
使
盗

兵
部
知
會
遣
使
巨
本
詳
察
．
蕾
形
盗

報
信
使
回
還
及
倭
國
聞
見
情
形
浴

の
如
き
も
の
が
あ
る
が
、
す
べ
て
此
等
は
黒
塗
交
渉
上
、

ら
れ
た
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
う
、
悪
難
の
外
磯
に
臨
み
墾
に
癒
じ
て
、

つ
た
。
例
へ
ば
仁
履
十
七
年
（
崇
徳
四
年
）
十
｝
月
廿
六
昌
、
身
骨
備
局
堂
上
を
贋
濡
し
て
、

助
糧
の
事
を
議
し
た
る
時
、
彼
仁
多
は
舟
師
を
調
狡
せ
ば
、
或
は
倭
人
銀
翼
の
端
無
き
に
あ
ら
す
、
醜
し
く
託
意
を
以

て
説
話
醗
に
言
及
す
る
の
平
な
る
こ
と
を
諭
し
て
居
り
、
（
忙
燃
二
丁
血
肥
聾
砒
雅
概
）
又
仁
麗
十
九
年
へ
崇
徳
六
年
）
十
月
十

一
鷲
、
清
朝
に
於
て
芭
文
程
等
が
、
朝
鮮
の
越
境
・
採
蓼
者
六
十
難
名
を
檎
へ
て
藩
舘
に
迂
り
、
既
に
南
朝
に
泄
ぜ
ざ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

ば
、
用
蓼
の
必
要
な
か
る
べ
し
と
て
こ
れ
を
難
詰
し
た
る
時
、
卓
子
は
倭
館
に
専
買
し
て
利
頗
る
多
き
が
故
に
、
邊
眠

貧
利
禁
を
犯
す
所
慰
る
こ
と
、
答
へ
た
る
が
如
き
（
講
講
譜
＋
）
・
あ
一
壷
じ
あ
る
。
　
　
・

　
魏
っ
て
浦
洲
側
よ
り
こ
れ
を
穿
れ
ば
、
蹴
・
な
る
倭
購
書
文
の
呈
奏
を
以
て
瀟
…
足
す
る
こ
と
な
く
、
か
の
丁
丑
和
約
の

一
條
件
中
に
馴
示
し
た
る
如
一
、
更
に
樋
本
使
節
の
漏
洲
誘
引
を
熱
望
せ
る
こ
と
は
、
仁
職
十
七
年
目
五
徳
明
年
）
六
月

　
　
　
　
明
末
溝
初
の
鮮
溝
聞
係
上
に
於
け
る
鹿
本
の
塊
位
（
二
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
三
號
　
　
五
四
三

崇
徳
七
年
二
月
三
十
四
擁

崇
徳
七
年
四
月
初
一
H

崇
徳
八
年
二
月
初
一
巨

崇
徳
入
年
三
月
初
三
巨

崇
徳
八
年
十
二
月
十
二
巨

　
　
　
　
　
孚
帯
側
の
立
場
を
有
利
に
導
く
こ
と
を
、
主
脹
と
し
て
尽
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
満
外
交
政
策
に
．
倭
蕾
の
利
用
を
忘
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
洲
側
の
要
請
た
る
為
事

b13
r
L



　
　
　
　
明
末
清
初
の
鮮
蒲
開
門
上
に
於
轄
急
擁
本
の
癩
紘
ハ
ニ
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
九
奮
　
第
一
、
一
輪
　
　
五
鰻
睡

昔
九
目
、
仁
磁
魚
鋤
硬
を
招
宴
し
た
る
際
、
可
融
が
倭
使
の
摩
る
を
聞
き
、
相
等
て
交
隣
の
滋
を
錦
が
ん
こ
と
を
言
土

せ
る
こ
と
に
癒
し
て
も
、
（
撫
席
題
獄
覧
響
聾
勲
肥
）
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
こ
宥
本
使
節
の
鎌
誘
引

は
、
嘉
島
側
の
最
・
も
緯
む
研
で
あ
り
、
從
て
満
洲
側
の
こ
の
要
求
に
濁
す
る
無
策
に
は
、
頗
る
腐
心
し
だ
る
も
の
、
如

く
、
仁
槻
實
録
・
憲
齋
九
・
仁
浦
十
七
年
・
七
月
｝
琵
の
條
に

　
磯
見
釜
寧
府
尊
君
洪
瑞
鳳
・
鎮
中
萱
府
事
李
聖
求
・
領
議
政
崔
鳴
吉
・
左
議
政
申
景
顧
等
。
上
日
。
昨
鑓
宴
時
問
答
之
事
．
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
平
等
詳
聞
之
耶
。
其
所
言
逓
倭
一
事
必
非
偶
然
。
其
意
識
欲
交
結
貿
用
兵
器
也
。
鳴
吉
口
。
此
下
露
患
於
我
國
。
彼

　
人
事
以
密
語
爲
論
難
。
若
以
官
稲
之
意
二
言
。
而
使
之
露
告
皇
帝
如
何
Q
申
爆
虚
日
。
砦
以
倭
國
所
邊
衣
出
示
Q
則

　
必
疑
我
戦
報
通
実
。
捧
風
雨
爵
示
無
爵
。
上
下
他
大
隠
略
意
如
何
。
瑞
鳳
臓
Q
今
番
西
犯
之
役
、
大
將
既
発
。
・
則
軍
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
○
。
。
　
。
O
O
。
Q
。
。
。
Q
。
。
。
O
　
　
　
σ

　
兵
之
嚢
敗
從
可
知
尖
。
無
蓋
蚕
簿
國
輿
倭
相
蓮
放
皆
既
云
。
以
試
論
健
．
耳
Q
面
壁
豊
不
知
越
海
祐
海
之
爲
難
也
。
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
　
　

　
吉
日
。
外
隠
有
…
説
。
日
本
是
好
義
之
國
。
以
我
闘
受
勲
之
状
通
之
爲
可
云
。
此
言
不
無
所
見
。
清
八
若
欲
必
蓮
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　

　
期
兼
以
薩
邉
指
寄
常
。
上
日
。
此
姻
不
然
。
琵
本
寺
纏
愛
我
之
意
耶
。
此
誠
憂
桜
之
時
。
漢
不
可
通
也
。
予
意
鋼
不

　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む

　
欲
更
爲
提
起
也
。
鳴
吉
臼
。
上
激
然
実
。

と
あ
る
は
こ
の
聞
の
嘉
吉
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
満
聴
闘
の
直
接
交
互
は
、
遽
に
實
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
蒲
洲
側
の
甥
縫
聡
心
は
終
を
逐
ふ
て
熾
烈
と
か
筆
り
、
濡
館
の
五
世
子
蛇
に
勲
臣
、
或
は
樹
齢
入
藩
す
る
朝

鮮
使
減
等
に
饗
し
て
、
周
到
細
蜜
な
る
倭
溝
の
探
査
が
試
み
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
藩
無
漏
肇
壬
午
（
繍
幹
年
）
四
月
・



初
二
擁
の
條
に

　
前
月
二
十
九
目
◎
臣
景
爽
上
等
干
館
所
之
後
夕
食
量
。
龍
胸
及
賎
帯
磁
・
芭
交
程
・
慮
施
博
氏
・
甫
大
李
古
等
。

　
持
昏
項
耳
漏
來
到
舘
所
。
竪
文
鰹
∵
野
糞
倭
情
茨
口
交
手
自
黙
示
。
次
怪
漢
鎚
金
貴
仁
讃
之
。
多
有
尋
問
難
事
。
如
紐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
り
　
む
　
む
　
り
　
り

　
島
・
長
崎
・
多
大
浦
・
岡
以
還
許
地
方
爲
臼
去
乙
。
世
子
藪
美
堀
以
某
島
薦
某
地
是
如
爲
臼
齊
。
叉
多
大
鱈
軽
罰
名
。

　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　

　
大
君
爲
一
息
童
生
乎
。
世
子
答
日
。
H
本
源
一
鞭
之
柄
満
本
繕
…
關
臼
○
而
頃
年
以
來
壷
掘
大
永
○
大
霜
之
上
喬
天
皇
。

　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
つ
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
つ
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む

　
蒲
於
一
國
之
事
無
斯
與
知
。
文
程
尋
問
。
漁
期
天
皇
無
所
爲
之
事
耶
。
世
子
答
臼
。
天
皇
無
所
爲
超
事
汰
洛
舞
絶
俗

　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

　
所
謂
倭
皇
帝
也
。
文
露
盤
和
暴
説
笑
。
又
毒
悪
智
縄
・
崔
義
吉
・
洪
喜
男
・
李
長
生
等
漏
話
無
人
。
世
子
箸
以
某
也
墨
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
也
某
々
倭
謹
選
也
。
又
問
倭
瓶
之
耳
塞
者
幾
何
。
且
問
書
契
者
何
也
。
世
子
韓
日
。
爾
國
和
好
之
後
。
辮
以
歳
遣
航

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
む
　
む
　
む
　
り
　
り

　
特
塗
紅
。
　
…
品
等
來
之
航
自
我
國
定
其
常
数
授
以
圖
書
。
以
時
往
來
有
交
相
買
繋
之
事
。
又
間
島
主
謀
謂
也
。
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
子
薄
墨
。
是
甘
薯
太
守
也
。
書
契
郎
鋼
馬
島
至
言
轡
型
曹
割
書
草
書
也
。
ヌ
問
家
康
者
誰
也
。
秀
吉
乃
攻
朝
鮮
者
耶
。

　
世
子
答
、
臼
。
家
康
鶴
無
難
伯
之
癬
也
◎
単
秀
吉
即
壬
辰
年
作
賊
者
也
。
平
間
所
謂
武
器
流
縛
之
物
学
謂
也
Q
世
子
蓉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
。
如
鍾
，
煽
等
黒
星
詞
躯
詩
篇
是
巳
。
又
問
所
謂
商
販
漢
人
者
構
也
。
世
子
黒
黒
。
曾
聞
中
数
南
方
商
實
相
通
於
倭

　
つ
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
國
云
。
叉
縄
大
福
経
何
等
経
也
。
世
チ
答
臼
。
愚
慮
経
之
総
名
也
。
又
問
天
皇
之
子
何
以
爲
儒
。
儒
之
所
詮
奉
者
。

　
至
皇
上
帝
耶
擁
佛
耶
。
世
子
答
臼
。
倭
國
之
俗
天
聖
長
子
爲
承
襲
。
其
鯨
子
女
憐
摩
尼
蒲
其
無
難
識
者
乃
佛
也
Q
叉

　
悶
所
謂
雌
外
別
無
他
誌
云
者
論
語
也
。
概
予
答
日
。
臓
器
島
‡
…
答
倭
國
執
政
之
．
冨
意
者
言
言
不
過
爾
黙
黙
好
之
外
他

　
　
　
　
明
末
溝
初
蒔
鮮
湖
關
係
上
県
於
一
7
ろ
脚
本
の
地
競
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
九
欝
　
第
三
號
　
　
五
四
灘

鋤σ



　
　
　
　
明
断
詫
幽
初
の
鑓
岨
灘
…
…
剛
伊
郡
上
に
於
ゆ
り
ろ
貸
ロ
小
塾
動
軸
噂
藤
厩
な
｝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
婚
∴
一
九
伍
ぜ
　
櫨
磁
一
∴
難
脚
　
　
五
路
頭
ハ

　
無
事
端
之
謂
也
。
叉
問
所
謂
雍
業
績
換
者
何
語
也
。
世
子
答
購
。
乃
窪
形
容
太
辮
底
景
象
也
。
文
灘
唯
々
。
縫
外
闘

　
答
之
事
多
様
倭
國
之
俗
語
不
緊
關
不
爲
煩
叢
爲
自
齊
。
龍
胸
等
叉
令
從
人
壷
網
響
清
書
謬
。
披
護
倭
談
叢
文
。
翻
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
ご
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
り
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
ゆ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む

　
之
書
若
相
論
富
者
Q
然
其
意
專
以
漢
満
届
通
及
胴
無
縫
憐
等
事
項
類
題
。
醸
錐
以
閑
漫
之
説
暴
威
齊
Q

　
同
目
飽
海
。
鞄
文
闘
・
及
盧
施
博
氏
両
人
又
爲
來
到
罰
子
世
子
。
前
駆
倭
國
有
儒
亦
有
道
士
耶
。
道
士
弼
所
可
也
。
栂

　
子
答
口
Q
溢
士
刻
未
聞
梅
之
。
而
有
蝦
名
者
落
髪
畜
妻
。
似
是
道
士
之
類
而
未
聞
強
直
爲
號
也
。
其
所
尊
者
等
紫
佛

　
法
認
。
又
日
朝
鮮
亦
有
道
士
輿
居
子
耶
。
世
子
廿
日
。
有
爵
温
海
無
道
士
耳
。
毒
除
痘
毒
嘉
事
叉
多
面
漫
蒲
反
彌
反

　
覆
乎
。
倭
幽
之
俗
言
詑
郎
爲
罷
出
爲
自
齊
。

と
あ
り
更
に
同
書
壬
午
四
月
初
二
日
の
條
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昨
日
夕
煙
文
程
・
盧
施
療
氏
爾
人
当
劉
患
所
鍛
問
倭
聖
俗
。
至
於
父
子
書
擬
上
下
之
分
・
男
女
次
服
歓
食
性
晶
・
駕
土
物

　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ワ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
産
・
器
用
居
庭
漆
褥
之
歌
無
不
霊
問
。
麿
子
器
析
聞
一
々
答
之
。
所
賜
嘉
言
煩
冗
重
複
不
敢
番
達
。
其
意
隠
然
在
於
要

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
む
　
む知

國
俗
之
美
悪
兵
力
之
強
窮
書
齊
。
（
携
嬰
罫
擢
σ

と
あ
り
更
に
仁
瓢
實
録
憲
・
四
十
三
・
仁
澱
・
二
十
年
人
燃
輪
）
七
月
・
甲
申
の
條
に

　
進
賀
使
麟
圷
大
本
浴
等
脆
啓
属
。
園
等
呈
表
箋
及
方
物
。
期
皇
帝
引
臣
暴
行
禮
。
殿
倉
入
墾
干
堂
内
西
壁
之
列
。
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
つ
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
子
及
鳳
林
大
君
亦
在
坐
奥
。
皇
帝
使
苑
文
程
等
問
日
。
壬
辰
年
爾
國
五
子
爲
倭
所
務
而
得
意
轟
然
耶
。
世
子
答
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　

臨
海
順
和
弼
五
子
被
執
於
北
道
。
磁
議
和
之
後
召
還
突
．
、
又
臼
差
倭
串
來
云
其
有
職
虚
者
乎
。
從
倭
亦
転
入
耶
。
癒

（　1：一1　）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
済
算
日
。
職
秩
期
未
又
聞
而
乃
是
差
薬
也
。
從
倭
学
不
多
型
尖
、
皇
帝
叉
問
口
。
埋
樋
入
聞
之
跡
職
幽
導
倭
共
犯
南

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
む

朝
。
留
櫨
掌
上
而
猫
豫
不
擬
。
故
爾
國
替
総
兵
鍋
云
然
耶
。
兵
轡
荷
由
興
起
乎
。
世
子
答
跳
。
寧
有
遣
理
哉
。
H
本

誌
自
滅
秀
吉
纂
磯
之
後
。
托
謂
假
途
於
我
閣
爲
薩
飯
南
朝
之
計
。
我
國
絡
不
許
途
総
兵
描
。
故
萬
暦
皇
帝
興
師
男
衆
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
バ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
大
破
倭
奴
。
漢
人
所
謂
導
無
漏
説
實
無
檬
実
。
皇
帝
問
跳
。
興
業
年
盛
倭
兵
轟
犯
朝
鮮
云
。
倭
兵
留
爾
閣
幾
年
。
世
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ゆ
　
　
パ
リ
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む

　
答
R
［
O
乱
丁
尾
↓
ハ
年
而
丁
酉
之
｝
再
高
価
庸
四
一
難
聴
山
人
踊
倣
倭
丘
ハ
於
畿
地
p
故
倭
衆
凹
面
去
ム
矢
O
鳶
職
門
出
倭
丘
ハ
渡
海
之
面
数
七
弾
禺
一
諏
映
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　

耶
。
世
子
磐
日
。
工
＋
蝕
萬
写
実
。
又
撃
沈
明
朝
怒
和
議
之
不
成
。
責
其
主
和
之
人
短
出
大
兵
云
然
耶
。
世
子
門
口
。

　
其
時
果
有
此
事
英
。

と
あ
る
等
に
徴
し
て
も
、
鋼
然
と
確
認
せ
ら
る
、
所
で
あ
る
。

　
更
に
覧
て
當
時
の
鮮
満
墨
黒
上
、
決
定
的
影
．
響
を
輿
へ
た
る
こ
の
所
謂
愚
子
丁
丑
の
虜
飢
が
、
そ
の
頃
に
於
け
る
目

鮮
關
係
上
に
、
如
何
に
波
及
し
た
る
か
に
就
き
て
槍
討
す
る
に
、
先
に
丁
卯
の
胤
に
際
し
、
こ
れ
を
日
本
に
通
報
し
て

そ
の
善
後
策
に
少
な
か
ら
ず
困
難
を
戚
じ
た
る
苗
穂
側
は
、
前
掲
の
仁
癬
上
諭
中
の
「
知
我
穿
掘
野
卑
醜
虜
欝
欝
凌
侮
之

心
」
と
あ
る
懸
念
を
一
履
深
く
し
、
愈
々
鋼
内
事
鋳
の
ほ
本
に
漏
洩
す
る
こ
と
を
嚴
潔
し
、
殊
に
か
の
丁
丑
和
約
の
一

條
件
た
る
、
日
本
使
節
の
満
洲
誘
導
の
如
き
は
、
こ
れ
を
秘
中
の
秘
と
し
て
庭
饗
し
、
且
一
方
に
於
て
は
倭
情
の
探
査

を
平
々
岡
密
な
ら
し
め
、
果
は
嶺
南
諸
地
方
の
海
陸
の
防
備
を
申
勧
す
る
と
共
に
、
、
｝
面
に
於
て
は
努
め
て
臼
本
側
の

要
求
を
容
れ
、
事
端
獲
生
の
機
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
に
発
意
し
た
る
こ
と
は
、
史
實
に
照
し
て
明
か
な
る
所
で
あ
る
Q

　
　
　
　
明
末
羅
初
の
鮮
浦
開
脚
上
に
於
け
ぢ
R
本
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銘
十
九
巻
　
第
三
號
　
　
薫
四
七

鋤σ奉



　
　
　
　
明
末
面
壁
の
鮮
満
開
係
上
に
於
け
る
巖
塞
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
三
號
　
　
五
四
八

　
然
る
に
斯
の
如
き
熊
襲
な
る
宇
島
側
の
配
慮
あ
り
た
る
に
か
、
は
ら
す
、
雫
島
情
勢
の
大
略
は
、
釜
山
倭
舘
の
潜
商

等
を
通
じ
て
夙
に
日
本
側
帯
に
謝
馬
島
の
知
悉
す
る
所
と
な
っ
た
こ
と
は
、
仁
愚
論
録
・
懇
三
十
五
・
丁
丑
・
仁
親
・
十
五

年
（
寒
李
四
年
）
＋
二
月
庚
戌
の
條
に

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
調
馬
島
聞
我
閣
被
兵
。
途
不
成
連
干
束
莱
．
、
持
書
契
欲
上
京
。
不
許
。

と
あ
り
、
講
説
顧
十
六
年
（
寛
永
十
五
年
）
正
月
、
醤
馬
よ
り
叢
雨
の
要
求
を
提
出
し
た
る
そ
の
第
一
條
に
、
交
易
三
冠
奮
の
如

　
　
　
　
　
　
む
　
ゆ
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
り
　
　
む
　
　
ヤ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り
　
　
り
　
　
　
　
　
り
　
り
　
　
む
　
む

く
な
ら
ざ
る
は
唐
路
通
せ
す
し
て
然
る
か
、
北
東
の
難
に
因
る
か
と
あ
る
に
依
っ
て
も
首
肯
し
得
ら
れ
る
が
、
更
に
こ

の
間
の
清
息
を
羅
適
切
に
物
語
る
轟
は
、
仁
瀧
＋
入
年
（
軍
氷
十
七
年
）
五
月
、
勤
馬
島
蓋
戸
よ
り
籔
餐
た
・
を
機
と

し
、
謬
官
話
喜
男
を
し
て
表
遠
島
主
薬
義
成
の
生
男
を
賀
し
、
併
せ
て
獄
太
事
情
を
探
ら
し
め
た
る
時
の
、
島
主
と
洪

喜
男
と
の
問
答
に
（
仁
醸
實
録
・
巻
四
十
・
仁
認
。
十
入
年
・
五
月
・
乙
未
）

　
島
庶
出
日
。
貴
國
経
穴
之
後
難
薩
州
遜
何
也
。
喜
男
日
。
我
園
文
翰
是
構
。
禮
義
是
遵
Q
不
漁
用
兵
革
。
故
悪
人
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　

　
我
不
意
。
鐡
騎
長
駆
傳
干
國
都
。
蒼
空
面
擦
。
多
少
説
諾
。
想
必
傳
聞
。
豊
野
縷
陳
。
島
主
張
。
彼
此
使
何
数
相
往

　
む
　
　

　
來
耶
。
　
一
歳
所
遣
幾
許
耶
。
　
答
繊
互
聴
禰
已
。
　
所
歯
並
不
過
米
布
。
彼
或
討
索
則
随
地
之
産
往
往
依
渕
耳
。
学
問

　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
膚
釜
山
至
藩
陽
道
里
幾
許
。
答
日
五
千
里
有
籐
奥
。
顧
問
日
。
貴
國
世
子
五
子
出
質
チ
藩
皆
能
無
湿
雪
。
虜
人
將
欲

　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
來
見
我
鈴
鰍
然
耶
。
答
日
東
宮
五
子
之
在
藩
者
非
興
調
質
・
彼
錐
行
成
當
霞
疑
我
。
単
一
以
示
誠
歎
解
彼
之
疑
耳
。
且

　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ゆ
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　

　
彼
入
南
來
之
説
。
吾
所
未
宿
衛
者
也
。
又
問
臼
。
申
磁
路
絶
期
信
使
不
通
乎
。
中
原
天
子
國
子
壷
小
謡
也
。
奈
何
相

粉σ



　
待
而
久
不
決
乎
。
中
略
島
主
星
。
關
臼
政
禽
巌
峻
。
執
政
皆
俊
傑
。
初
聞
貴
關
被
兵
。
聴
唖
拒
腕
Q
有
乗
懸
寓
兵
之

　
議
Q
吾
圖
之
事
遽
疲
。
然
而
關
主
導
以
吾
難
民
Q
終
筆
今
方
邉
近
臣
於
此
。
使
之
照
察
島
中
形
勢
喫
飯
貴
國
事
情
。

輩
貴
國
之
事
＝
縛
報
・
關
臼
難
平
致
生
至
悪
・
鋳
型
伽
雲
勢
熊
論
か
雲
蹴
蜘
窄
肋
鞄
細
恥
・

　
O
　
O
　
O
　
O
　
　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
つ
　
0
　
0
　
　
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
◎
　
O
　
O
　
　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
　
　
O
　
℃
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O

　
有
塁
壁
患
。
夫
釜
山
城
初
非
貴
欝
欝
築
。
郎
日
本
之
所
経
螢
也
。
今
使
館
糞
意
接
子
城
中
。
多
選
器
械
則
錐
有
意
外

か
麺
・
卿
釦
跡
抑
瀞
肺
鞭
艶
蜘
卸
麺
や
聯
伽
騨
撫
伽
麹
・
無
釦
馳
　
郭
。

と
あ
る
に
依
っ
て
理
れ
ば
、
日
太
掲
翌
旦
は
、
里
子
丁
丑
の
満
洲
軍
の
侵
入
は
勿
論
の
こ
と
、
五
世
子
等
の
藩
陽
入
質

の
こ
と
よ
り
、
宇
島
側
の
最
も
諜
み
た
る
満
洲
側
の
日
本
薩
接
交
渉
の
希
望
等
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
を
知
悉
し
て
居
つ

だ
こ
と
翁
・
・
殊
に
離
塁
の
「
虜
人
將
欲
義
人
寂
然
耶
」
と
い
ふ
質
問
に
、
耀
使
簗
為
人
粟
之
説
吾
醐

所
未
多
聞
者
也
し
と
答
へ
た
る
に
尊
し
、
「
彼
人
南
蛮
之
感
電
強
権
之
而
虚
蝉
明
知
尖
」
と
漸
じ
、
そ
の
甥
策
ま
で
も
胴

乏
し
た
る
こ
と
は
、
朝
鮮
使
節
を
し
て
驚
愕
寒
心
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
更
に
仁
租
實
録
・
懇
四
十
三
・

仁
耐
・
二
十
年
・
正
月
・
甲
午
の
條
に

　
上
引
見
柳
琳
問
之
臼
。
中
略
南
邊
有
何
所
悪
夢
事
乎
Q
琳
甥
B
Q
洪
喜
男
之
往
來
封
馬
島
也
。
長
途
鎭
下
人
以
上
探

問
目
本
溝
息
・
晒
灘
聖
細
無
勢
伽
晒
知
伽
即
知
瀞
知
獅
謝
罪
・
聾
｛
篤
御
澄
撫
伽
瀞
却
知

と
あ
る
は
、
前
掲
の
記
録
を
更
に
よ
く
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
日
本
側
の
宇
島
筆
勢
の
知
悉
、
別
け
て

満
洲
に
屈
伏
す
る
實
斌
を
畳
知
せ
ら
る
、
こ
と
は
、
宇
島
側
の
最
も
憂
苦
し
た
る
所
で
、
前
掲
仁
墨
黒
論
理
に
「
以
差

　
　
　
　
明
末
華
麗
の
鮮
血
關
係
上
に
於
け
る
H
本
の
地
位
（
ご
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
十
九
怒
　
第
三
號
　
　
麗
照
九



　
　
　
　
明
末
無
駄
の
鮮
鋭
臨
係
上
に
於
け
ろ
琵
本
の
地
仙
凱
（
　
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
毒
　
第
三
號
　
　
五
五
〇

倭
所
志
粥
北
秋
麿
穐
貝
鰍
寺
二
一
。
蜘
凹
ツ
鴬
期
己
知
我
事
事
祷
　
餓
…
疑
轟
矢
r
｝
と
憂
へ
、
　
叉
仁
澱
棚
雲
惹
蛛
。
怒
四
十
∴
二
・
仁
蒲
睡
郷
・
†
年
∴
ハ
月
・

己
酉
の
條
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
慶
禽
飾
車
鄭
太
半
里
朝
。
上
召
見
之
臼
。
於
卿
意
亦
以
爲
可
欝
乎
。
太
和
与
。
臣
之
愚
意
期
未
知
其
至
於
動
兵
。
面

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
む
　
　
　
ワ
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
但
倭
人
已
知
我
國
輿
清
國
連
和
以
此
憂
之
。

と
あ
る
は
、
蓋
し
當
時
の
牢
島
風
の
焦
慮
を
、
適
確
に
指
摘
し
た
る
も
の
と
云
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
丁
丑
和
約

以
後
の
、
鮮
満
交
渉
に
座
す
る
情
報
の
、
日
本
側
漏
洩
は
最
も
意
を
用
ひ
て
禁
織
し
た
る
所
で
あ
っ
て
、
前
掲
の
洪
喜

男
と
封
馬
島
主
の
問
答
中
に
、
面
子
丁
丑
の
織
に
遺
し
て
は
「
多
少
説
話
想
必
定
聞
不
欲
纏
陳
」
と
講
し
て
、
そ
の
詳
細

な
る
説
明
を
避
け
、
又
鮮
満
交
通
の
實
情
に
就
て
の
質
問
に
は
、
「
互
聰
而
巳
繋
累
亦
不
過
米
布
」
と
そ
の
肇
等
号
係
に

近
き
こ
と
を
強
硬
し
、
王
世
子
等
の
藩
学
入
質
は
、
こ
れ
を
「
東
宮
王
子
之
在
藩
者
非
興
爲
質
」
と
辮
解
し
、
所
謂
清

人
南
來
の
説
に
就
て
は
、
「
吾
所
集
導
者
也
」
と
伴
零
し
た
る
が
如
き
、
又
仁
槻
＋
八
集
糠
＋
）
六
月
に
、
甥
馬
島
主

が
文
廊
…
祭
器
及
び
群
奥
儀
註
・
朝
虹
門
地
…
闘
。
清
國
鎧
甲
・
鞭
編
㍗
環
礁
・
馬
ト
…
長
「
つ
蚊
に
皿
駿
馬
。
鞍
。
爬
帽
連
∴
頁
帯
㌘
野
鶴
。
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

皮
・
入
蓼
．
・
藥
材
等
の
物
を
求
め
た
る
時
、
皆
こ
れ
を
許
聞
し
た
る
に
か
、
は
ら
す
、
溝
國
鎧
甲
の
み
は
こ
れ
を
輿
へ
な

か
っ
た
こ
と
（
芝
之
箕
錐
・
塗
四
十
・
仁
麗
・
十
通
年
・
六
月
）
仁
甜
二
十
二
年
（
順
治
元
年
）
六
月
、
馬
島
素
干
の
歳
遣
鑓
一
般
・
聴
官
李
成
倫
が
、
洪
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
り
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む

男
に
質
問
し
た
る
中
に
、
「
貴
國
王
子
深
入
北
京
日
韓
耶
。
喜
男
答
日
。
丁
丑
年
賜
世
子
往
來
藩
中
磁
巳
。
深
入
北
京
之

む
　
　
　
む
　
　
　
む

説
出
自
何
麩
」
と
あ
る
が
如
き
（
仁
観
回
錐
。
春
四
十
五
。
仁
畷
二
十
二
年
・
六
月
・
適
期
）
、
更
に
又
仁
職
實
録
怠
四
十
六
・
仁
鰻
二
十
三
年
・
三
月
・
壬
辰
懸
緻
覗



耀
籠
齢
輔
譜
の
條
に

　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
じ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　

　
経
本
書
契
則
骨
離
之
後
Q
猶
書
崇
績
年
號
。
蓋
諜
患
家
之
墨
也
。
及
藤
壷
順
番
廟
堂
気
欝
式
。
壁
土
此
事
絡
難
隠
諜
。

　
世
子
回
還
後
書
清
團
髭
面
似
可
尖
。
至
是
禮
曹
掘
削
。
冷
，
則
世
子
銑
已
回
還
前
頭
有
回
答
書
契
年
號
似
當
千
林
何
以

　
嘘
之
。
答
ロ
頃
者
島
主
麩
回
答
書
契
中
只
事
年
月
○
面
差
倭
既
已
受
去
其
時
若
有
繋
需
之
端
則
必
有
麿
使
…
馳
啓
。
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
未
聞
知
似
是
無
事
ふ
矢
。
備
局
啓
臼
。
今
此
年
重
事
重
重
蚕
不
可
不
詳
審
慮
之
。
今
薄
束
莱
府
私
報
。
本
司
之
書
。
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
む
　
　

　
塁
壁
初
見
書
契
無
愚
慮
。
託
言
何
愚
書
弘
光
網
瞭
耶
。
繹
官
雰
日
。
中
原
未
頒
正
朔
故
不
調
書
無
業
云
。
則
唯
唯
而
去
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ソ

　
藤
差
之
來
亦
如
簾
食
逸
端
。
彼
非
不
知
此
聞
實
歌
選
爾
無
疑
問
之
言
。
ヌ
從
弼
提
起
弘
光
年
磁
器
無
深
意
。
今
若
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
　
　
恥

　
端
愚
書
聡
警
年
號
。
懲
懲
不
免
一
番
詰
題
。
姑
以
愚
慮
書
立
待
官
爵
講
中
厭
大
定
然
義
旗
即
言
之
書
清
號
似
爲
有
漸
。
　
㏄

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
面
無
遽
其
於
彌
縫
之
策
亦
渉
順
便
上
從
之
。

と
あ
る
等
の
如
き
は
、
問
到
な
る
隠
里
政
策
の
一
斑
を
睨
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
如
上
の
鋼
臼
政
策
を
、
實
施
し
蒙
っ
た
雫
島
郷
に
於
て
、
宗
主
明
翻
頼
む
に
足
ら
す
と
な
ん
、
新
点
満
洲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

強
迫
、
日
に
沸
は
る
京
島
の
監
事
を
救
棄
せ
ん
が
た
め
に
、
寧
ろ
隣
國
日
本
と
結
ぶ
を
良
策
と
す
る
説
を
有
す
る
者
の

存
在
し
た
る
こ
と
は
、
沖
目
に
儂
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
仁
瓶
實
録
・
憲
滑
六
・
仁
耐
・
十
六
年
・
五
月
・
乙
亥
の
條

に
、
執
義
・
趙
綱
が
援
を
日
本
に
求
め
て
、
・
讐
を
復
し
珊
を
雪
ぐ
べ
き
を
仁
報
に
陳
奏
し
た
る
こ
と
が
載
せ
ら
れ
、
趙
綱

の
こ
の
日
本
同
盟
に
關
す
る
意
見
の
詳
細
は
、
仁
観
十
八
年
五
月
、
そ
の
舞
の
病
氣
の
爲
め
に
、
仁
瀕
の
召
に
癒
す
る

　
　
　
　
明
末
清
初
の
鮮
満
關
係
上
に
於
け
る
日
本
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
十
九
巻
　
第
三
號
　
　
五
五
…



　
　
　
　
明
末
清
華
の
鮮
溝
驕
係
上
に
於
け
る
艮
本
齢
地
艶
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
塗
　
第
三
號
　
　
五
五
二

能
は
す
、
十
條
の
疏
を
奉
っ
て
時
事
を
揮
怨
し
た
る
も
の
＼
中
に
述
べ
ら
れ
て
居
る
ハ
）
即
ち

　
其
九
臼
。
誠
信
交
響
以
肚
幽
艶
。
日
本
輿
鑑
識
巳
通
好
。
非
始
謀
結
援
也
。
唯
不
誠
信
耳
Q
若
造
…
介
之
便
。
鰯
隙

　
我
空
語
虜
之
駅
。
期
彼
之
然
諾
蘇
我
國
必
不
待
僻
之
畢
也
。
議
者
鷺
。
目
本
非
親
信
之
國
。
虜
濁
可
親
信
乎
。
事
之

　
交
之
倶
出
於
不
得
已
也
。
室
隅
至
難
於
不
得
巳
。
無
寧
離
離
．
和
之
勢
以
濫
費
構
え
虜
乎
。
況
臣
之
計
唯
助
盤
勢
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　

　
非
郎
演
講
倭
兵
同
我
黒
煙
也
。
彼
虜
亦
繋
駕
倭
鞍
否
。
且
日
吾
亦
欲
送
使
至
彼
。
蓋
揮
彼
也
。
誠
蔑
如
此
情
實
密
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
む
　
　
り
　
む
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
。
使
之
飛
一
書
於
虜
中
。
郡
部
侵
我
郷
好
。
則
彼
錐
始
怒
我
使
之
而
知
我
與
心
中
終
。
不
能
輕
易
糠
兵
於
我
実
。

　
　
　
む
　
り

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　

　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　

些
呉
所
謂
落
其
機
牙
竃
（
仁
胤
實
錐
巻
四
十
・
庚
辰
・
五
月
・
己
丑
・
龍
洲
先
生
遙
稿
・
巷
七
）

と
・
の
っ
て
、
繍
が
常
に
倭
の
馨
を
問
ひ
、
曼
そ
れ
と
の
霧
鑑
を
希
町
隠
す
る
短
は
、
・
れ
全
く
倭
の
嚇
二
等
醐

力
を
去
る
た
め
で
あ
る
と
し
、
こ
の
蜷
勢
を
利
用
し
て
、
三
日
結
托
し
て
擁
本
よ
り
彼
に
牢
島
侵
害
を
責
め
し
め
な

ば
、
彼
満
洲
と
雛
容
易
に
牢
・
島
に
兵
を
加
ふ
る
こ
と
能
は
ざ
る
こ
と
を
力
説
し
た
る
も
の
に
し
て
、
常
時
の
H
鮮
満
の

國
際
情
勢
に
照
し
て
、
…
卓
見
と
云
ふ
硬
き
で
め
る
。
又
仁
胤
實
録
・
並
塩
九
・
上
質
・
七
月
の
條
に
載
せ
ら
れ
た
る
、
前

掲
の
清
使
通
倭
の
事
を
議
し
た
る
一
節
に
、
崔
鳴
吉
の
奏
霞
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
む
　
　
む
　
　
つ

　
難
問
看
二
説
。
疑
本
懐
好
義
之
關
。
以
我
國
受
困
之
駿
。
通
之
爲
可
云
。
早
言
不
急
所
見
。
清
人
若
欲
必
通
。
則
兼

　
以
既
遣
使
似
當
。

と
も
あ
っ
て
、
野
島
識
者
の
一
部
に
、
こ
の
種
の
説
を
抱
く
者
の
存
し
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
が
、
仁
耐
の
容
る
所
と



な
ら
す
、
勿
論
實
現
す
る
運
び
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。

　
次
に
丙
子
丁
丑
の
鰯
後
の
日
鮮
關
係
上
に
於
て
、
鮮
満
交
渉
に
機
縁
し
て
日
本
側
の
採
っ
た
態
度
と
し
て
、
從
來
の

そ
れ
と
比
較
し
て
、
若
干
の
墾
化
を
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
先
つ
か
の
丁
寧
鋤
後
．
に
於
て
は
、
朝
鮮
救
援
の
爲
の
嵐
兵

問
題
が
．
朝
野
に
粗
常
論
議
さ
れ
た
る
に
比
し
、
今
次
の
満
洲
軍
の
掌
島
侵
略
に
心
し
て
は
、
こ
の
出
兵
三
新
の
議

が
、
左
軽
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
既
に
指
摘
し
た
る
が
如
く
、
牢
島
側
が
過
去
の
経
験
に
鑑
み
、

周
智
な
る
隠
蔽
策
を
取
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
血
盟
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
爾
爾
國
外
交
の
媒
介
た
る
馬
島
の

惜
置
に
、
干
る
も
の
た
る
こ
と
も
石
過
す
る
こ
と
は
出
石
な
い
。
師
ち
薗
掲
の
仁
組
十
入
穿
（
寛
永
十
七
年
）
六
月
頃
洪

喜
男
と
甥
馬
島
主
と
の
問
答
中
の
一
飾
に
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む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
隅
細
蟹
街
巖
峻
。
軌
政
皆
俊
傑
。
初
聞
貴
園
遺
嘱
。
莫
重
責
腕
。
有
乗
時
寓
兵
之
議
。
吾
圖
之
取
膳
疲
。
然
甘
露
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
常
以
吾
爲
疑
。
故
帥
今
方
遣
無
二
於
此
。
使
鑑
識
察
島
中
形
勢
楚
探
梅
國
事
情
。
若
以
貴
國
之
事
＝
縛
報
。
關
臼

　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
則
必
致
生
事
実
。

と
あ
り
、
叉
仁
繍
昔
四
年
（
正
保
三
年
）
十
一
月
、
東
灘
府
使
閲
鷹
協
倭
使
の
言
を
脆
聞
し
た
る
一
節
に

　
大
納
言
雄
編
贈
輔
（
灘
釧
）
欲
慎
重
南
京
。
議
者
臼
彼
兵
不
下
百
萬
。
我
錐
獲
百
萬
心
耳
。
雫
原
廣
野
則
必
不
能
抵
當
。
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ワ
　
む
　
む
　
　
り
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む

　
如
面
魂
朝
鮮
。
島
主
言
。
頃
年
朝
鮮
営
倉
猿
兵
之
直
入
民
死
亡
殆
藩
。
且
自
釜
画
嚢
北
京
八
千
露
里
。
決
不
可
輕
畢

　
　
　
む
　
　
　
　
つ
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　

バ
リ

　
大
衆
。
以
”
此
意
反
覆
周
旋
云
。

　
　
　
　
明
塞
溝
勅
の
鮮
湖
燃
費
上
に
於
け
ろ
日
本
の
地
鏡
ハ
ニ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
や
九
唇
　
第
廊
廟
　
　
薫
五
三

（　1－11　）



　
　
　
　
明
宋
清
秘
の
鮮
溝
關
係
上
に
於
け
ろ
H
本
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
塗
　
第
三
號
　
　
五
五
四

と
あ
る
等
の
記
載
は
、
馬
島
側
が
特
に
孚
島
に
流
し
、
拙
兵
入
援
阻
止
の
嗣
旋
の
勢
を
誇
大
せ
ん
が
爲
に
、
多
少
の
潤

色
を
附
し
た
る
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、
唐
島
生
存
の
擁
護
上
よ
り
來
つ
た
、
馬
島
側
傳
統
政
策
の
一
表
現
で

あ
っ
て
、
そ
の
實
情
に
近
き
も
の
と
云
ふ
可
き
で
あ
ら
う
Q

　
次
に
丙
子
丁
丑
の
胤
後
に
於
け
る
臓
鮮
交
渉
上
に
於
て
、
H
本
側
の
頗
る
疑
惑
不
審
を
抱
き
た
る
こ
と
は
、
働
後
の

雨
量
側
が
、
彼
等
の
所
謂
天
朝
の
國
た
る
大
明
よ
り
も
、
北
下
奴
賊
と
し
て
蔑
説
し
來
つ
た
清
國
に
、
事
大
の
禮
を
以

て
、
そ
の
正
朔
を
奉
せ
ん
と
す
る
が
如
き
態
度
そ
の
も
の
に
存
し
た
。
郎
ち
前
掲
の
仁
観
十
八
年
目
寛
永
十
七
年
）
六
月

の
、
劉
馬
島
主
と
牢
島
使
節
洪
喜
男
と
の
問
容
に
接
て
、
謝
馬
島
主
は
先
づ
「
貴
國
維
剛
之
後
輿
賢
相
遁
車
留
」
と
の
質

響
嚢
更
に
「
震
路
鶏
薄
薄
乎
。
瑠
黎
齢
藤
下
麹
舞
伽
羅
誌
絶
景
、
侮
蔑
の
∴

を
吐
露
し
て
居
る
が
如
き
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
然
し
て
日
本
側
が
斯
の
如
く
、
牢
島
側
の
潟
浦
態
度
に
饗
し
、
疑
惑

海
輕
の
情
を
持
つ
に
至
っ
た
所
以
は
、
當
時
の
貸
本
入
の
持
っ
た
蒲
洲
に
關
す
る
智
識
は
、
全
く
支
那
人
朝
鮮
入
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

彼
等
の
手
に
依
っ
て
詣
る
作
爲
を
加
へ
ら
れ
た
る
満
洲
事
情
を
、
傳
聞
し
た
る
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
從
て
蒲
洲
を
目

す
る
に
、
遼
東
の
一
小
野
族
な
る
槻
．
念
に
支
配
さ
れ
つ
、
あ
っ
た
こ
と
、
、
又
前
述
し
た
る
が
如
き
、
掌
島
側
の
巧
妙

な
る
論
難
政
策
に
詐
購
せ
ら
れ
て
、
東
亜
に
於
け
る
決
定
的
聖
心
勢
力
の
移
動
離
塁
に
樹
す
る
、
適
確
な
る
認
識
を
把

捉
す
る
こ
と
が
山
導
な
か
っ
た
こ
と
等
に
、
よ
り
多
く
露
話
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
Q
更
に
そ
の
後
、
明
朝
の
没
落

清
朝
の
入
関
野
鼎
と
な
っ
て
も
、
猶
H
本
側
が
こ
の
種
槻
念
に
支
配
さ
れ
つ
＼
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
渋
縄
二
十
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
、
o
o

年
（
順
治
元
年
）
六
月
、
封
馬
島
よ
り
雫
島
に
涙
遣
さ
れ
た
歳
遣
第
一
離
・
正
官
・
李
成
倫
が
洪
喜
男
に
甥
し
一
、
清
麗
之
得

む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　

天
下
於
朝
鮮
無
所
利
害
耶
」
と
尋
問
し
、
更
に
越
前
國
・
三
國
浦
住
人
・
竹
内
藤
右
衛
門
子
藤
蕨
等
が
漂
流
し
て
也
赤
人

に
檎
へ
ら
れ
、
そ
の
獲
存
者
は
後
移
さ
れ
て
藩
法
・
北
京
に
到
り
、
更
に
朝
鮮
を
逼
じ
て
仁
慨
二
十
四
年
藤
鰍
一
聯
、
我

國
に
交
付
さ
れ
た
る
に
調
し
、
同
年
十
一
月
漂
倭
押
輪
回
謝
の
爲
に
、
來
署
し
た
る
指
使
の
言
の
一
節
に

　
江
戸
執
政
等
聞
漂
心
入
來
驚
口
。
麹
靱
ゆ
御
澄
卿
Q
痴
～
塵
瀞
加
勲
御
混
知
。
瀞
㈱
編
州
牽
伽
脚
か
。
伽
惣
卿
態
働
一
℃
伽
Q

（仁
驤
ｺ
員
鋲
。
巷
四
十
七
・
仁
醗
二
十
四
年
・
十
一
月
。
辮
亥
・
本
郵
遡
鮮
往
復
丈
書
・
十
一
。
正
保
三
年
・
十
月
等
）

と
あ
b
無
罪
二
軍
鋒
・
憲
四
十
七
・
照
準
廿
四
年
・
ナ
ニ
月
・
甲
午
の
條
の
倭
優
と
牟
島
使
臣
と
の
問
答
中
の
一
節
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ニ
ロ
の
ム

　
猫
範
既
得
北
京
南
京
李
將
軍
児
敗
云
然
耶
。
灘
鶴
づ
凸
丙
子
之
徹
嗣
子
被
開
講
。
國
霊
験
王
子
同
勢
…
庭
耶
。
爾
今
未
還

　
　
　
っ
O
O
Q
。
O
O
O
の
O
O
O
O
O
　
。
O
O
O
。
O
O
O
　
O
O
O
O
O
O
O
O
　
（
關
）

　
耶
。
使
紛
幣
畠
之
数
一
如
事
大
明
之
牢
獄
。
猫
靱
以
順
治
紀
元
云
。
朝
鮮
今
用
何
年
號
耶
。
癒
協
等
日
。
當
初
漁
倭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
入
逡
時
我
國
書
翼
中
以
清
々
所
逡
選
言
。
面
壁
答
書
契
中
有
猫
靱
二
字
目
方
以
爲
権
。
ム
ー
番
棋
聖
猿
靱
。
所
謂
猫
鞄

　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
曾
所
未
聞
未
知
指
何
國
誓
言
乎
。
翌
日
大
明
興
業
江
南
朝
鯨
或
灘
…
高
麗
此
亦
互
相
辮
號
警
語
也
○
癒
協
日
溜
國
書
契

　
或
書
典
國
或
書
猫
鞄
大
相
不
同
喫
緊
重
書
可
也
。
且
我
事
書
契
爾
等
毎
智
嚢
書
而
朝
廷
無
不
曲
從
。
爾
國
書
契
何
惜

　
撒
字
之
改
乎
。
云
云

と
あ
り
、
又
穂
誼
實
録
・
癒
四
十
八
・
仁
胤
廿
五
年
・
三
月
・
丙
寅
の
條
の
、
束
葉
府
炉
心
癒
協
の
馳
啓
の
一
節
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
藤
智
縄
賄
鯛
言
言
。
大
霜
致
書
於
島
主
以
爲
。
中
略
以
漂
民
之
事
言
之
。
期
清
裂
溝
子
朝
鮮
。
朝
鮮
輻
途
予
我
國
。
朝

　
　
　
　
一
！
詫
君

　
　
　
　
明
末
清
初
の
鮮
湖
關
係
上
に
於
け
ろ
H
本
の
地
位
ハ
ニ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌶
十
九
巷
　
郵
三
號
　
　
五
五
五

紛σ



　
　
　
　
明
蜘
小
弟
佃
初
の
鮮
．
准
揃
闘
剛
係
上
に
於
け
碑
か
ほ
奉
の
測
軸
唱
泣
ハ
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
舞
〕
　
い
櫛
讐
一
側
　
　
　
麗
測
温
ハ

　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
鮮
輿
清
懸
果
非
相
好
轟
然
耶
。
大
腰
時
朝
鮮
窮
鼠
郵
。
邸
今
貴
國
総
数
清
國
亦
卒
読
耶
。
布
成
幸
今
將
爲
此
幽
來
云
。

と
あ
る
等
の
記
録
を
通
じ
て
も
、
そ
の
選
取
を
充
分
に
了
解
す
る
こ
と
が
出
趨
る
。
更
に
考
籔
す
べ
き
は
、
清
の
入
關

定
鼎
後
よ
り
、
康
煕
初
年
の
南
支
那
統
一
に
至
る
ま
で
の
期
聞
に
亙
る
車
賃
交
渉
上
に
撃
て
、
日
本
の
割
役
が
明
の
導

師
又
は
反
清
思
想
の
所
有
者
孝
宗
の
郎
位
等
の
新
事
件
の
湧
出
に
よ
り
、
更
に
一
段
の
微
妙
特
異
の
現
象
を
呈
す
る
に

至
つ
π
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
き
て
は
更
に
稿
を
新
に
し
て
論
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
是
を
要
す
る
に
、
明
末
清
初
（
主
と
し
て
入
洛
以
前
）
の
鮮
満
交
渉
上
に
於
て
、
朝
鮮
側
は
常
に
日
本
に
尊
重
し
て
、

そ
の
薯
の
國
際
關
攣
ば
贔
に
有
利
曇
か
ん
…
に
努
め
、
囚
9
、
以
て
、
塞
に
於
け
・
中
心
勢
力
の
移
∴

に
件
ふ
、
事
大
國
朝
鮮
の
危
機
を
救
ふ
に
、
役
立
つ
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
と
は
、
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
さ
れ
ば
謡
本

は
殆
ど
自
豊
す
る
こ
と
な
く
、
群
島
の
實
質
上
に
於
け
る
猫
立
性
を
保
護
す
る
の
留
役
を
演
じ
た
る
も
の
と
断
ず
濃
く

又
一
面
よ
り
之
を
槻
れ
ば
、
掌
島
津
外
交
の
、
優
秀
と
勝
利
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
又
一
方
日
本
側
に
於
て
は
、
牢
島
側
の
巧
妙
簡
露
な
る
隠
諒
政
策
に
繰
ら
れ
、
鮮
満
醐
係
の
推
移
に
關
す
る
適
確
な

る
認
識
を
鉄
ぎ
、
そ
の
僅
に
断
片
的
に
幾
分
識
り
得
た
る
、
鮮
満
爾
國
關
係
の
情
勢
を
以
て
、
國
交
回
復
後
に
於
て
と

か
く
梗
塞
せ
ん
と
す
る
織
鮮
交
通
を
、
打
開
せ
ん
が
爲
の
具
に
供
し
た
る
軽
度
の
も
の
で
あ
り
、
且
又
爾
國
問
の
満
洲

を
線
由
と
す
る
諸
問
題
も
．
漂
動
外
交
の
伸
介
顧
た
る
封
馬
の
、
慮
島
経
管
の
必
然
的
政
策
の
爲
に
、
常
に
潜
干
の
作



爲
が
施
さ
れ
て
庭
理
せ
ら
れ
、
從
て
江
β
と
封
馬
と
に
於
て
は
、
そ
の
満
洲
に
狂
す
る
認
識
の
握
度
を
異
に
す
る
情
勢

に
あ
っ
淀
こ
と
も
、
亦
否
定
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
更
に
特
に
吾
人
の
注
目
に
便
す
べ
き
は
、
鮮
満
交
渉
の
實
際
に
師
し
て
石
取
さ
れ
る
、
満
洲
側
の
熾
烈
な
る
封
日
關

心
の
目
的
そ
の
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
壬
辰
の
役
に
於
て
、
直
接
間
接
日
本
の
眞
勢
力
を
知
り
、
且
叉
宇
島
を
感
じ
て
獲

淀
る
、
武
器
を
主
と
す
る
日
本
工
藝
晶
に
接
し
て
、
そ
の
文
化
の
程
度
を
綴
り
得
た
る
も
の
と
思
惟
せ
ら
れ
る
、
瀧
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

側
の
書
下
根
本
態
度
は
、
前
掲
趙
綱
の
跣
中
に
「
二
心
彼
也
」
と
云
へ
る
が
、
そ
の
魍
魎
を
表
現
し
た
る
も
の
と
云
ふ
可

く
、
か
、
る
甥
日
根
本
槻
念
を
把
持
し
た
る
、
満
洲
側
の
甥
臓
翻
心
の
重
黙
は
、
前
掲
仁
櫨
の
所
論
の
如
く
「
其
所
言

通
倭
悪
声
偶
然
。
慧
必
需
業
種
駿
」
に
あ
・
と
な
す
…
へ
又
鶉
茎
状
驚
に
云
へ
・
丑
ハ
意
醐

隠
然
在
於
要
知
國
俗
之
美
悪
兵
力
之
強
溺
」
と
煎
る
こ
と
も
、
共
に
可
と
云
ふ
可
一
、
又
孚
島
そ
の
も
の
、
克
伏
経
警

の
上
に
在
る
と
な
す
説
も
勿
論
で
あ
る
が
、
更
に
卑
見
を
以
て
す
れ
ば
、
當
時
の
満
洲
側
の
最
大
喜
喜
た
る
、
伐
明
政

策
の
諸
行
に
關
す
る
基
礎
的
工
作
に
あ
る
と
、
槻
る
を
至
當
と
す
る
も
の
、
如
一
で
あ
る
。
抑
も
北
族
の
中
原
署
取
に

際
し
て
は
、
必
ず
や
そ
の
爾
翼
を
伸
張
す
る
こ
と
を
怠
ら
な
い
。
か
の
二
世
澱
の
臼
本
遠
征
が
、
輩
な
る
高
麗
征
伐
に

次
ぐ
征
服
慾
の
伸
展
に
あ
ら
す
し
て
、
伐
宋
の
必
然
的
準
備
工
作
で
あ
っ
た
こ
と
に
徴
し
て
も
、
懸
樋
の
満
洲
主
臆
都

に
か
、
る
意
圖
の
存
し
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
く
、
か
の
前
掲
藩
陽
状
熱
中
に
、
満
洲
側
の
詳
細
な
る
倭
情
審
問
の
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中
心
黙
を
指
摘
し
て
、
「
其
意
專
以
漢
商
相
通
聖
別
無
他
情
等
事
項
爲
重
而
雑
報
閑
漫
之
説
」

　
　
　
　
明
宋
清
夏
の
鮮
浦
聞
係
上
に
於
け
る
織
本
の
地
位
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
十
九
巻
　
節
三
號
　
　
五
五
七



　
　
　
　
明
末
清
介
の
鮮
瀧
醐
係
上
に
於
け
る
翫
本
の
．
地
盤
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
三
貌
　
　
五
五
入

と
な
し
、
又
藩
陽
駿
啓
・
壬
午
。
五
月
・
初
十
慧
の
鰹
に
　
　
し
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帝
使
博
氏
問
於
承
疇
日
。
汝
是
南
方
入
云
。
鹿
本
入
往
來
於
南
方
耶
。

と
あ
る
等
は
こ
の
間
の
眞
粗
を
物
語
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
掘
焦
れ
ば
東
海
に
僻
在
す
る
類
本
の
存
在
が
常

時
の
東
亜
大
陸
に
於
け
る
決
定
的
中
心
勢
力
の
露
趨
に
即
し
、
旅
常
の
重
要
性
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
鋼
明
し
、

從
っ
て
そ
の
國
際
陶
係
上
に
於
け
る
日
本
の
地
位
も
、
明
確
に
位
概
づ
け
ら
れ
る
課
で
あ
る
○
（
終
）

（1壬り


